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資 料

男性労働者における女性の月経に伴う症状等への知識と年代，  

職位， 配偶者・パートナーの有無との関連：横断研究
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目的　女性労働者は就労上で月経に関する様々な困難感を抱えている。先行研究では 5 割の女性労

働者は， 職場が月経による体調不良者への理解がないことなどを報告している。一方， 男性労

働者における女性の月経に伴う症状への知識の現状等を明らかにした知見は多くない。本研究

では， 男性労働者における女性の月経に伴う症状等への知識と基本属性（年代， 職位， 配偶

者・パートナーの有無）との関連および産業保健実践の示唆を検討することを目的とした。

方法　2023年 8 月 7～28日に福島県内の製造業である 2 つの事業所に勤務する男性労働者へ無記名

自記式質問紙調査を実施した。調査項目は， 基本属性， 月経に関する知識（月経前や月経中に

出現する症状， 月経異常に関すること， 月経に関する社会の動向）で， 知っているまたは知ら

ないの 2 件法で尋ねた。対象者の基本属性と月経に関する知識の有無を記述統計で把握し，

月経に関する知識の有無と基本属性との関連を χ2検定および残差分析で検討した。

結果　 2 つの事業所をあわせて311人へ配布し， 190人（回答率61.1%）より回答があり， 165人を

分析対象とした。月経前や月経中に出現する症状および月経異常に関する知識は，「怒りっぽ

くなる」「大量の出血」「倦怠感」「気分の落ち込み」「下腹部痛」「月経不順・無月経」を 7 割

以上が知っていた。一方，「かゆみ」「発汗」「ホットフラッシュまたはのぼせ」を知っている

人は， 約 2 割であった。月経異常は，「過長月経」を知らない人が約 7 割であった。「月経に関

する社会の動向」は， 9 割前後の人が知らなかった。月経に伴う症状等の知識と基本属性との

関連は， 10歳代では「食欲の増進」， 20歳代では「胸の張り」「眠気」「食欲の増進」を知って

いた。一方， 50歳代では「眠気」「食欲の増進」， 60歳代では「胸の張り」「食欲の増進」を知

らなかった。管理職では，「怒りっぽくなる」「大量の出血」「下腹部痛」「集中力の低下」「発

汗」を知っていた。配偶者・パートナーがいる方が「ホットフラッシュまたはのぼせ」を知っ

ていた。

結論　月経前や月経中に出現しやすい症状は知っている人が多かったが， 出現しにくい症状や月

経異常， 月経に関する社会の動向は知らない人が多かった。男性労働者の月経に関する知識

向上に向けて， 社内研修における月経に関する情報提供が考えられるが， 効果的な方策につ

いて更なる検討が必要である。
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Ⅰ 緒 言

日本は人口減少と少子高齢化の進展により1)， 将

来の労働力不足が懸念されている。そのような中，

2016年 4 月施行の「女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律（女性活躍推進法）2)」により，

国， 地方， 公共団体， 民間事業主における女性の活

躍推進に関する責務が定められた。また， 男女共同

参画白書（平成29年版）3) では， あらゆる分野への

女性の参画拡大や生涯を通じた健康支援について示

され， 女性の社会参画が推進されている。一方， 女

*  福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座
2 *  福島県立医科大学看護学部母性看護学・助産学部門
3 *  福島県立医科大学附属病院医療情報部
4 *  福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

責任著者連絡先：〒960–1295 福島市光が丘 1
福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座　山田秀彦



189第73巻　日本公衛誌　第 2 号2026年 2 月15日

性は就労上において様々な困難感を抱えている。そ

の一つが月経に関することである。Tanaka ら4) は，

月経のある15歳から49歳の女性19,254人のうち，

74% が月経中に不快症状を， 50% が痛みを経験し

ていると報告している。また， 働く女性の健康推進

に関する実態調査報告書5) によると， 対象者2,400
人のうち， 36.9% が月経関連の症状や疾患で，

22.1% が月経前症候群を理由に勤務先で困った経験

があると回答している。月経に伴う症状への支援策

として生理休暇はあるが， 2019年度に生理休暇を請

求した女性労働者は0.9% であり6)， ほとんどの女

性労働者が月経に伴う症状により困難感を抱えなが

ら就労していることが推察される。生理休暇取得割

合の低さは， 事業所における課長職以上の管理職の

多数を男性が占めている7) ことが要因の一つとして

考えられる。先行研究5) では， 生理休暇について，

活用されていないと回答した317人のうち27.4% が

上司や周囲の理解が浸透しておらず活用しづらいと

報告している。また， 20～40代の月経の悩みと仕

事， 生活について調査した報告書8) では， 働く女性

1,893人のうち55% が職場の月経に関連する体調不

良者への理解がないことや20% が月経についての

理解を深める男性対象の研修を職場に求めているこ

とが報告されている。これらから， 女性労働者は男

性労働者へ女性特有の健康課題に対する理解を求め

ていることが推察される。

一方， 約800人の男性中間管理職を対象に女性特

有の疾患に対する認識を調査した研究9) では， 月経

痛について54.8% は知っていたが， 過多月経， 頻発

月経， 月経困難症， 月経前症候群については， 約

60～70% が知らないと報告している。また， 職場

において月経関連の症状や疾病により， 会社を休む

ほどではないが， 仕事の能率が落ちると回答した割

合は女性では39.9% に対して男性は23.2%5) と男性

の理解度の低さが明らかとなっている。

女性労働者が月経に伴う体調不良時に， 職場から

適切なサポートを受けながら仕事を継続できること

は， 女性の働きやすさの向上につながる可能性があ

る。そのためには， 男性労働者が女性の月経に伴う

症状等の知識を持っていることが必要である。しか

し， 男性労働者における女性の月経に伴う症状等の

知識の現状を明らかにした研究は， 調べ得る限り見

当たらない。

そこで本研究では， 男性労働者における女性の月

経前や月経中に出現する症状や月経異常， 月経に関

する社会の動向についての知識の現状やそれら知識

と年代， 職位， 配偶者・パートナーの有無との関連

を明らかにし， 産業保健実践の示唆を検討すること

を目的とした。

Ⅱ 方 法

1. 対象者
2023年 8 月 7 日から 8 月28日にかけて， 福島県

内の製造業である 2 つの事業所に勤務する男性労働

者を対象に無記名自記式質問紙による調査を実施し

た。事業所の選定は， 福島県労働保健センターの協

力を得て， 労働者の男女比が等分である各男女従業

員数100人以上の事業所への調査協力を依頼した。

なお， 月経に関する知識を問うため， すでに知識を

得ている可能性のある医療関係の事業所は除外し

た。

2. 調査項目
基本属性， 月経に関する知識とした。各項目の測

定方法は次のとおりである。

1) 基本属性

年代， 職位， 職種， 配偶者・パートナーの有無と

した。なお， 分析するにあたり職位については，

「経営者・役員」「部長」「課長」を「管理職」，「ス

タッフ」「パート・アルバイト」を「管理職以外」

として 2 群に分類した。

2) 月経に関する知識

先行研究を参考に， 月経前や月経中に出現する症

状10)（「下腹部痛」「下痢や便秘」「腰痛」「胸の張り」

「大量の出血」「かゆみ」「頭痛」「食欲の増進」「肩

こり」「集中力の低下」「気分の落ち込み」「怒りっ

ぽくなる」「倦怠感」「無気力」「ホットフラッシュ

またはのぼせ」「発汗」「冷え」「むくみ」「眠気」），

月経異常に関すること11)〔「頻回に月経が来たり，

普段より遅く来たり， 月経が来なくなってしまうこ

と」（以下，「月経不順・無月経」），「月経持続日数

が 8 日以上となること」（以下，「過長月経」），「月

経血量が異常に多いこと」（以下，「過多月経」）〕お

よび月経に関する社会の動向〔「現代は出産の高齢

化や回数の減少により， 生涯で経験する月経数が増

えている12)」（以下， 生涯月経回数の増加），「仕事

の生産性等に与える影響の第 3 位が『月経不順・月

経前症候群』に関することである5)」（以下， 仕事

の生産性への影響），「月経随伴症状などによる社会

経済的負担は， 年間6,828億円である4)」（以下， 社

会経済的負担）〕について「知っている」または

「知らない」の 2 件法で尋ねた。

3. 統計解析
調査結果の妥当性を高めるため， 調査回答者から

不正回答とみなした者を除外し， 分析を行った。す

なわち， 月経前や月経中に出現する症状について，

前述の項目に加え「視力が低下する」の項目を設
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け， これを“知っている”と回答・未回答だった者

を不正回答とみなし， すべての分析から除外した。

統計解析は， 分析対象者の基本属性や月経に関す

る知識の有無を記述統計で把握し， 月経に関する 
知識の有無の関連要因を χ2 検定および残差分析を

用いて検討した。分析に際しては， SPSS statistics 
Ver29（IBM Corp）を用い， 有意水準は 5 % とし

た。

4. 倫理的配慮
本調査の実施に際し， 各対象者には調査の趣旨，

知見の公表の範囲， 回答は任意であること， 調査用

紙の回答・投函をもって調査協力に同意したものと

みなす旨を通知した。また， 本調査は， 無記名で行

われ， 個人の識別は不可能であった。本調査研究

は，「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す

る倫理指針」の適用範囲に該当しないため， 審査の

対象外と判定された。（福島県立医科大学倫理審査

委員会　整理番号：REC2023-028， 通知日：2023年
5 月17日）

Ⅲ 研 究 結 果

2 つの事業所をあわせて対象者311人へ配布し，

190人（回答率61.1%）より回答があり， 165人（有

効回答率53.1%）を解析対象とした。解析から除外

した25人のうち， 不適切な回答をした人は16人，

未回答だった人は 9 人であった。解析対象者の特徴

を表 1 に示す。年代は， 30歳代が53人（32.1%），

40歳代が47人（28.5%）と全体の 6 割を占めてい

た。職位は， スタッフが121人（73.3%）と最も多

くを占めていた。職種は， 専門的・技術系が70人
（42.4%）と最も多く， 輸送・機械運転系が30人
（18.2%）， 事務系が25人（15.2%）， その他が24人
（14.5%）だった。配偶者・パートナーは， ありが

107人（64.8%）だった。

1. 男性労働者の月経に関する知識について
月経前や月経中に出現する症状に関する知識につ

いて， 結果を図 1 に示す。「怒りっぽくなる」「大量

の出血」「倦怠感」「気分の落ち込み」「下腹部痛」

を知っている人は， 7 割を超えていた。一方，「か

ゆみ」「発汗」「ホットフラッシュまたはのぼせ」を

知っている人は， 2 割程度であった。

月経異常および月経に関する社会の動向について

の知識について， 結果を図 2 に示す。「月経不順・

無月経」を知っている人は，7 割を超えていた。「過

多月経」については， 知っている人と知らない人の

割合はほぼ同程度だった。「過長月経」について

は， 知っている人が 3 割程度であった。「生涯月経

回数の増加」「仕事の生産性への影響」「社会経済的

負担」のいずれについても 9 割前後は知らなかっ

た。

2. 月経に関する知識と年代， 職位， 配偶者・
パートナーの有無との関連について（表 2）

月経に関する知識の有無と年代との関連につい

て， 10歳代では，「食欲の増進」， 20歳代では，「胸

の張り」「眠気」「食欲の増進」において， 知ってい

るが期待値より有意に多かった。一方， 50歳代では

「眠気」「食欲の増進」， 60歳代では「胸の張り」「食

欲の増進」において， 知らないが期待値よりも有意

に多かった。職位との関連について， 管理職では，

「怒りっぽくなる」「大量の出血」「下腹部痛」「集中

力の低下」「発汗」を知っていること，「食欲の増

進」を知らないこととそれぞれ有意に関連した。配

偶者・パートナーの有無との関連について， 配偶

者・パートナーがいる方が「ホットフラッシュまた

はのぼせ」を有意に知っていた。

Ⅳ 考 察

1. 対象者の特性
本調査の対象者は， 月経など女性に多い健康課題

について報告された令和 5 年度男女の健康意識に関

する調査報告書13) と比較して， 年代において30歳
代が多く， 60歳代が少なかった。課長以上の職位

表 1 解析対象者の特徴（n ＝ 165）

n (%)

年代 10歳代 5 ( 3.0)
20歳代 24 (14.5)
30歳代 53 (32.1)
40歳代 47 (28.5)
50歳代 26 (15.8)
60歳代 10 ( 6.1)

職位 経営者・役員 1 ( 0.6)
部長 16 ( 9.7)
課長 16 ( 9.7)
スタッフ 121 (73.3)
パート・アルバイト 11 ( 6.7)

職種 事務系 25 (15.2)
専門的・技術系 70 (42.4)
輸送・機械運転系 30 (18.2)
製造系 14 ( 8.5)
その他 24 (14.5)
無回答 2 ( 1.2)

配偶者・パートナー あり 107 (64.8)
なし 53 (32.1)
無回答 5 ( 3.0)
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は， ほぼ同じ割合であった。職種は， 専門的・技術

系および輸送・機械運転系が多く， 配偶者・パート

ナーありも多い集団であった。調査対象事業所が製

造業であり， 専門的・技術系および輸送・機械運転

系の割合が多い集団であると考えられた。

図 1 月経前や月経中に出現する症状に関する知識（n ＝ 165）

図 2 月経異常および月経に関する社会の動向についての知識（n ＝ 165）
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(0

.0
)

 1
 (

2.
9)

11
 (

31
.4
)

14
 (

40
.0
)

 6
 (

17
.1
)

 3
 (

8.
6)

 4
 (

11
.4
)

 3
1 
(8

8.
6)

 2
5 
(7

1.
4)

10
 (

28
.6
)

気
分
の
落
ち
込
み

知
っ
て
い
る

5 
(3

.9
)

23
 (

18
.1
)

39
 (

30
.7
)

33
 (

26
.0
)

20
 (

15
.7
)

 7
 (

5.
5)

0.
15

6
29

 (
22

.8
)

 9
8 
(7

7.
2)

0.
16

1
 7

9 
(6

4.
2)

44
 (

35
.8
)

0.
22

8
知
ら
な
い

0 
(0

.0
)

 1
 (

2.
7)

13
 (

35
.1
)

14
 (

37
.8
)

 6
 (

16
.2
)

 3
 (

8.
1)

 4
 (

10
.8
)

 3
3 
(8

9.
2)

 2
7 
(7

5.
0)

 9
 (

25
.0
)

下
腹
部
痛

知
っ
て
い
る

4 
(3

.2
)

19
 (

15
.2
)

39
 (

31
.2
)

34
 (

27
.2
)

21
 (

16
.8
)

 8
 (

6.
4)

0.
96

5
31

 (
24

.8
)

 9
4 
(7

5.
2)

0.
00

6
 8

6 
(7

0.
5)

36
 (

29
.5
)

0.
06

3
知
ら
な
い

1 
(2

.6
)

 5
 (

12
.8
)

13
 (

33
.3
)

13
 (

33
.3
)

 5
 (

12
.8
)

 2
 (

5.
1)

 2
 (

5.
1)

 3
7 
(9

4.
9)

 2
0 
(5

4.
1)

17
 (

45
.9
)

腰
痛

知
っ
て
い
る

2 
(1

.9
)

15
 (

14
.3
)

30
 (

28
.6
)

33
 (

31
.4
)

19
 (

18
.1
)

 6
 (

5.
7)

0.
55

5
25

 (
23

.8
)

 8
0 
(7

6.
2)

0.
15

5
 7

0 
(6

9.
3)

31
 (

30
.7
)

0.
35

1
知
ら
な
い

3 
(5

.1
)

 9
 (

15
.3
)

22
 (

37
.3
)

14
 (

23
.7
)

 7
 (

11
.9
)

 4
 (

6.
8)

 8
 (

13
.6
)

 5
1 
(8

6.
4)

 3
6 
(6

2.
1)

22
 (

37
.9
)

頭
痛

知
っ
て
い
る

3 
(3

.0
)

18
 (

17
.8
)

31
 (

30
.7
)

30
 (

29
.7
)

13
 (

12
.9
)

 6
 (

5.
9)

0.
62

3
24

 (
23

.8
)

 7
7 
(7

6.
2)

0.
16

4
 6

4 
(6

6.
0)

33
 (

34
.0
)

0.
81

8
知
ら
な
い

2 
(3

.2
)

 6
 (

9.
5)

21
 (

33
.3
)

17
 (

27
.0
)

13
 (

20
.6
)

 4
 (

6.
3)

 9
 (

14
.3
)

 5
4 
(8

5.
7)

 4
2 
(6

7.
7)

20
 (

32
.3
)

無
気
力

知
っ
て
い
る

3 
(3

.4
)

19
 (

21
.3
)

24
 (

27
.0
)

27
 (

30
.3
)

11
 (

12
.4
)

 5
 (

5.
6)

0.
09

0
20

 (
22

.5
)

 6
9 
(7

7.
5)

0.
43

9
 5

4 
(6

2.
1)

33
 (

37
.9
)

0.
15

9
知
ら
な
い

2 
(2

.6
)

 5
 (

6.
6)

29
 (

38
.2
)

20
 (

26
.3
)

15
 (

19
.7
)

 5
 (

6.
6)

13
 (

17
.1
)

 6
3 
(8

2.
9)

 5
3 
(7

2.
6)

20
 (

27
.4
)

胸
の
張
り

知
っ
て
い
る

1 
(1

.2
)

17
↑

(1
9.

8)
31

 (
36

.0
)

26
 (

30
.2
)

 9
 (

10
.5
)

2↓
 (

2.
3)

0.
01

7
19

 (
22

.1
)

 6
7 
(7

7.
9)

0.
56

1
 5

4 
(6

5.
1)

29
 (

34
.9
)

0.
61

3
知
ら
な
い

4 
(5

.1
)

7↓
 (

8.
9)

22
 (

27
.8
)

21
 (

26
.6
)

17
 (

21
.5
)

8↑
 (

10
.1
)

14
 (

17
.7
)

 6
5 
(8

2.
3)

 5
3 
(6

8.
8)

24
 (

31
.2
)

集
中
力
の
低
下

知
っ
て
い
る

4 
(4

.7
)

16
 (

18
.6
)

22
 (

25
.6
)

23
 (

26
.7
)

15
 (

17
.4
)

 6
 (

7.
0)

0.
24

0
24

 (
27

.9
)

 6
2 
(7

2.
1)

0.
01

1
 5

5 
(6

5.
5)

29
 (

34
.5
)

0.
69

3
知
ら
な
い

1 
(1

.3
)

 8
 (

10
.1
)

31
 (

39
.2
)

24
 (

30
.4
)

11
 (

13
.9
)

 4
 (

5.
1)

 9
 (

11
.4
)

 7
0 
(8

8.
6)

 5
2 
(6

8.
4)

24
 (

31
.6
)

肩
こ
り

知
っ
て
い
る

3 
(4

.4
)

12
 (

17
.6
)

21
 (

30
.9
)

20
 (

29
.4
)

10
 (

14
.7
)

 2
 (

2.
9)

0.
62

8
15

 (
22

.1
)

 5
3 
(7

7.
9)

0.
69

3
 4

0 
(6

1.
5)

25
 (

38
.5
)

0.
25

4
知
ら
な
い

2 
(2

.1
)

12
 (

12
.5
)

31
 (

32
.3
)

27
 (

28
.1
)

16
 (

16
.7
)

 8
 (

8.
3)

18
 (

18
.8
)

 7
8 
(8

1.
3)

 6
6 
(7

0.
2)

28
 (

29
.8
)

眠
気

知
っ
て
い
る

3 
(4

.4
)

17
↑

(2
5.

0)
23

 (
33

.8
)

16
 (

23
.5
)

6↓
 (

8.
8)

 3
 (

4.
4)

0.
01

2
10

 (
14

.7
)

 5
8 
(8

5.
3)

0.
17

0
 4

2 
(6

5.
6)

22
 (

34
.4
)

0.
81

9
知
ら
な
い

2 
(2

.1
)

7↓
 (

7.
3)

29
 (

30
.2
)

31
 (

32
.3
)

20
↑

(2
0.

8)
 7

 (
7.

3)
23

 (
24

.0
)

 7
3 
(7

6.
0)

 6
4 
(6

7.
4)

31
 (

32
.6
)

冷
え

知
っ
て
い
る

3 
(4

.8
)

12
 (

19
.0
)

21
 (

33
.3
)

18
 (

28
.6
)

 7
 (

11
.1
)

 2
 (

3.
2)

0.
37

8
11

 (
17

.5
)

 5
2 
(8

2.
5)

0.
55

3
 3

9 
(6

3.
9)

22
 (

36
.1
)

0.
56

4
知
ら
な
い

2 
(2

.0
)

12
 (

11
.9
)

31
 (

30
.7
)

29
 (

28
.7
)

19
 (

18
.8
)

 8
 (

7.
9)

22
 (

21
.8
)

 7
9 
(7

8.
2)

 6
7 
(6

8.
4)

31
 (

31
.6
)

下
痢
や
便
秘

知
っ
て
い
る

3 
(4

.8
)

12
 (

19
.0
)

20
 (

31
.7
)

17
 (

27
.0
)

 8
 (

12
.7
)

 3
 (

4.
8)

0.
63

8
13

 (
20

.6
)

 5
0 
(7

9.
4)

1.
00

0
 4

1 
(6

6.
1)

21
 (

33
.9
)

0.
87

3
知
ら
な
い

2 
(2

.0
)

12
 (

11
.8
)

33
 (

32
.4
)

30
 (

29
.4
)

18
 (

17
.6
)

 7
 (

6.
9)

20
 (

19
.6
)

 8
2 
(8

0.
4)

 6
6 
(6

7.
3)

32
 (

32
.7
)

む
く
み

知
っ
て
い
る

0 
(0

.0
)

13
 (

22
.0
)

17
 (

28
.8
)

17
 (

28
.8
)

10
 (

16
.9
)

 2
 (

3.
4)

0.
16

7
12

 (
20

.3
)

 4
7 
(7

9.
7)

1.
00

0
 3

7 
(6

4.
9)

20
 (

35
.1
)

0.
69

5
知
ら
な
い

5 
(4

.7
)

11
 (

10
.4
)

36
 (

34
.0
)

30
 (

28
.3
)

16
 (

15
.1
)

 8
 (

7.
5)

21
 (

19
.8
)

 8
5 
(8

0.
2)

 7
0 
(6

8.
0)

33
 (

32
.0
)

食
欲
の
増
進

知
っ
て
い
る

4↑
 (

7.
0)

19
↑

(3
3.

3)
19

 (
33

.3
)

14
 (

24
.6
)

1↓
 (

1.
8)

0↓
 (

0.
0)

＜
0.

00
1

 6
 (

10
.5
)

 5
1 
(8

9.
5)

0.
03

9
 3

2 
(5

8.
2)

23
 (

41
.8
)

0.
09

1
知
ら
な
い

1↓
 (

0.
9)

5↓
 (

4.
6)

34
 (

31
.5
)

33
 (

30
.6
)

25
↑

(2
3.

1)
10
↑

 (
9.

3)
27

 (
25

.0
)

 8
1 
(7

5.
0)

 7
5 
(7

1.
4)

30
 (

28
.6
)
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項
目

年
代

職
位

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

P
値

管
理
職

管
理
職
以
外

P
値

あ
り

な
し

P
値

月 経 前 や 月 経 中 に 出

現 す る 症 状 に 関 す る

こ と

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ま
た
は
の
ぼ
せ

知
っ
て
い
る

0 
(0

.0
)

 3
 (

7.
3)

12
 (

29
.3
)

12
 (

29
.3
)

 8
 (

19
.5
)

 6
 (

14
.6
)

0.
05

6
10

 (
24

.4
)

 3
1 
(7

5.
6)

0.
50

0
 3

3 
(8

0.
5)

 8
 (

19
.5
)

0.
02

9
知
ら
な
い

5 
(4

.1
)

21
 (

17
.1
)

40
 (

32
.5
)

35
 (

28
.5
)

18
 (

14
.6
)

 4
 (

3.
3)

23
 (

18
.7
)

10
0 
(8

1.
3)

 7
3 
(6

1.
9)

45
 (

38
.1
)

発
汗

知
っ
て
い
る

1 
(2

.4
)

 5
 (

12
.2
)

10
 (

24
.4
)

13
 (

31
.7
)

 8
 (

19
.5
)

 4
 (

9.
8)

0.
66

9
13

 (
31

.7
)

 2
8 
(6

8.
3)

0.
04

2
 2

9 
(7

2.
5)

11
 (

27
.5
)

0.
38

3
知
ら
な
い

4 
(3

.2
)

19
 (

15
.3
)

43
 (

34
.7
)

34
 (

27
.4
)

18
 (

14
.5
)

 6
 (

4.
8)

20
 (

16
.1
)

10
4 
(8

3.
9)

 7
8 
(6

5.
0)

42
 (

35
.0
)

か
ゆ
み

知
っ
て
い
る

1 
(2

.5
)

 5
 (

12
.5
)

12
 (

30
.0
)

15
 (

37
.5
)

 6
 (

15
.0
)

 1
 (

2.
5)

0.
72

2
10

 (
25

.0
)

 3
0 
(7

5.
0)

0.
37

3
 2

7 
(6

7.
5)

13
 (

32
.5
)

0.
89

7
知
ら
な
い

4 
(3

.2
)

19
 (

15
.3
)

40
 (

32
.3
)

32
 (

25
.8
)

20
 (

16
.1
)

 9
 (

7.
3)

23
 (

18
.5
)

10
1 
(8

1.
5)

 7
9 
(6

6.
4)

40
 (

33
.6
)

月 経 異 常 に 関 す る 

こ と

月
経
不
順
・

無
月
経

知
っ
て
い
る

3 
(2

.4
)

18
 (

14
.5
)

41
 (

33
.1
)

35
 (

28
.2
)

20
 (

16
.1
)

 7
 (

5.
6)

0.
96

6
29

 (
23

.4
)

 9
5 
(7

6.
6)

0.
07

2
 8

5 
(6

9.
7)

37
 (

30
.3
)

0.
17

8
知
ら
な
い

2 
(4

.9
)

 6
 (

14
.6
)

12
 (

29
.3
)

12
 (

29
.3
)

 6
 (

14
.6
)

 3
 (

7.
3)

 4
 (

9.
8)

 3
7 
(9

0.
2)

 2
2 
(5

7.
9)

16
 (

42
.1
)

過
多
月
経

知
っ
て
い
る

2 
(2

.4
)

10
 (

12
.0
)

29
 (

34
.9
)

21
 (

25
.3
)

15
 (

18
.1
)

 6
 (

7.
2)

0.
71

9
22

 (
26

.5
)

 6
1 
(7

3.
5)

0.
05

1
 5

6 
(6

9.
1)

25
 (

30
.9
)

0.
53

8
知
ら
な
い

3 
(3

.7
)

14
 (

17
.1
)

24
 (

29
.3
)

26
 (

31
.7
)

11
 (

13
.4
)

 4
 (

4.
9)

11
 (

13
.4
)

 7
1 
(8

6.
6)

 5
1 
(6

4.
6)

28
 (

35
.4
)

過
長
月
経

知
っ
て
い
る

1 
(1

.9
)

 5
 (

9.
6)

17
 (

32
.7
)

16
 (

30
.8
)

 9
 (

17
.3
)

 4
 (

7.
7)

0.
82

5
13

 (
25

.0
)

 3
9 
(7

5.
0)

0.
29

9
 3

7 
(7

2.
5)

14
 (

27
.5
)

0.
29

7
知
ら
な
い

4 
(3

.5
)

19
 (

16
.8
)

36
 (

31
.9
)

31
 (

27
.4
)

17
 (

15
.0
)

 6
 (

5.
3)

20
 (

17
.7
)

 9
3 
(8

2.
3)

 7
0 
(6

4.
2)

39
 (

35
.8
)

月 経 に 関 す る 社 会 の

動 向 に つ い て

生
涯
月
経

回
数
の
増
加

知
っ
て
い
る

0 
(0

.0
)

 5
 (

21
.7
)

 9
 (

39
.1
)

 5
 (

21
.7
)

 3
 (

13
.0
)

 1
 (

4.
3)

0.
72

3
 7

 (
30

.4
)

 1
6 
(6

9.
6)

0.
25

8
 1

6 
(6

9.
9)

 7
 (

30
.4
)

0.
76

7

知
ら
な
い

5 
(3

.5
)

19
 (

13
.4
)

44
 (

31
.0
)

42
 (

29
.6
)

23
 (

16
.2
)

 9
 (

6.
3)

26
 (

18
.3
)

11
6 
(8

1.
7)

 9
1 
(6

6.
4)

46
 (

33
.6
)

仕
事
の
生
産
性

へ
の
影
響

知
っ
て
い
る

0 
(0

.0
)

 2
 (

25
.0
)

 2
 (

25
.0
)

 2
 (

25
.0
)

 1
 (

12
.5
)

 1
 (

12
.5
)

0.
89

1
 2

 (
25

.0
)

  
6 
(7

5.
0)

0.
66

1
  

4 
(5

0.
0)

 4
 (

50
.0
)

0.
29

8

知
ら
な
い

5 
(3

.2
)

22
 (

14
.0
)

51
 (

32
.5
)

45
 (

28
.7
)

25
 (

15
.9
)

 9
 (

5.
7)

31
 (

19
.7
)

12
6 
(8

0.
3)

10
3 
(6

7.
8)

49
 (

32
.2
)

社
会
経
済

的
負
担

知
っ
て
い
る

0 
(0

.0
)

 0
 (

0.
0)

 1
 (

10
0.

0)
 0

 (
0.

0)
 0

 (
0.

0)
 0

 (
0.

0)
0.

83
1

 0
 (

0.
0)

  
1 
(1

00
.0
)

1.
00

0
  

1 
(1

00
.0
)

 0
 (

0.
0)

0.
48

0
知
ら
な
い

5 
(3

.0
)

24
 (

14
.6
)

52
 (

31
.7
)

47
 (

28
.7
)

26
 (

15
.9
)

10
 (

6.
1)

33
 (

20
.1
)

13
1 
(7

9.
9)

10
6 
(6

6.
7)

53
 (

33
.3
)

人
数
（

%
）

分
析

：
χ2

検
定
お
よ
び
残
差
分
析

 有
意
水
準

0.
05

未
満
　
調
整

済
み
残
差
の
絶
対
値

1.
96

を
判
断
基
準

　
　
↑

：
期
待
値

よ
り
も
実
測
値
が
有
意
に
多
い
　
↓

：
期
待
値
よ
り
も
実
測
値
が
有
意
に
少
な
い

※
対
象
者
は

16
5人

だ
が
，
欠
損
値
は
除
外
し
て
総
計
処
理
を
行
っ
た
た
め
各
項
目
の
合
計
は
一
致
し
て
い
な
い
。

表
2

 
月
経
に
関
す
る
知
識
と
年
代
，
職
位
，
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
有
無
と
の
関
連
（
χ2

検
定
お
よ
び
残
差
分
析
）（

つ
づ
き
）
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2. 男性労働者の月経に関する知識
月経前や月経中に出現する症状および月経異常に

関する知識について，「怒りっぽくなる」「大量の出

血」「倦怠感」「気分の落ち込み」「下腹部痛」「月経

不順・無月経」は 7 割を超える人が知っていると回

答した。男子大学生を対象とした研究14) では， 月

経に関する知識の情報源として， 中学校， 高校と回

答したものが多く， 覚えている内容は， 月経が何の

ためにあるのか（妊娠， 女性の役割など）， 月経の

メカニズム， 月経の正常（周期， 持続日数， 量な

ど）の順に多かった。これらに加え月経随伴症状に

ついても教示された可能性がある。また， 石川ら15)

の研究によると， 月経に関する情報源として， 学校

の次に家庭と回答した割合が多かったと報告し，

Allen ら16) は， ほとんどの男性が最初に月経につい

て， 家族の会話， とくに姉妹の初経を通して知って

いたと報告していた。今回の調査では， 姉妹の有無

について尋ねていないが， 母親や姉妹と生活し， 女

性のライフサイクルに触れる中で， 自然と知識を得

た可能性がある。「かゆみ」「発汗」「ホットフラッ

シュまたはのぼせ」を知っている人は， 2 割程度で

あった。大須賀ら10) は， 日常生活に影響する月経

随伴症状の出現率として「かゆみ」は1.3%，「発汗」

は1.0%，「ホットフラッシュまたはのぼせ」は1.8%
と報告しており， 出現率はわずかであるが故に， 本

研究においても知っていると回答した人が 2 割程度

だったと考えられる。しかし， いずれも不快症状で

あり， 男性労働者は月経随伴症状としてそれらを理

解しておくことは重要である。月経異常について，

「過多月経」は， 約半数が知らないと回答とし，「過

長月経」は約 7 割が知らないと回答した。先行研

究17) では， 通常の月経周期が28日であることを正

解した男性は30.2% と報告している。また， 17歳か

ら19歳の男女を対象にした調査結果18) では， 男性

の45% は月経周期が25～38日であることを知ら

ず， 70.6% が 1 回の月経期間中に排出される経血量

が20～140 g であることを知らなかった。これら月

経周期および経血量は正常な月経と言われてお

り19)， 正常な月経を知らないことで月経に関する異

常が分からなかった可能性がある。「過多月経」

は，「過長月経」と随伴することが多く20)， 同一の

原因で起こることが多いと言われている。過多月経

による月経用品の頻回な交換が必要となることや漏

れ等への不安から仕事に集中できない13) という身

体的・精神的な負担を理解しておくことは， 男性労

働者が女性労働者とともに仕事を進めていくうえで

重要であると考えられる。

月経に関する社会の動向についての知識について

は， 9 割前後が知らなかった。前述したとおり月経

前や月経中の症状のうち「怒りっぽくなる」「大量

の出血」「倦怠感」「気分の落ち込み」「下腹部痛」

「月経不順・無月経」は 7 割以上の人が知っていた

が， 仕事の生産性への影響を知っている人は 1 割に

も満たなかった。これは， 女性の健康を自分事とし

て捉えることができないこと， 月経を経験できない

ことによる痛みや不快感などの辛さを理解できない

ことなどが考えられる。男性 5 人を対象にした職場

における月経に関する支援についての質的研究21)

では， 就業時に月経について考えたことがないなど

「考えたことがない・男性には関係ない」がサブカ

テゴリーとして抽出された。また， 白井らの研究22)

では， 対象は高校生ではあるが， 月経に対するイ

メージにおいて男子は「つらいもの」「いやなもの」

「腹立たしいもの」という困難因子が女子よりも低

く， 女子が体験している月経の不快感に対する共感

は期待できないことを述べられている。経済産業省

の報告書5) においても， 職場において月経関連の症

状や疾病により， 会社を休むほどではないが， 仕事

の能率が落ちると回答した割合は女性では39.9% に

対して男性は23.2% と報告されていることから男性

労働者は， 月経に伴う辛さを理解できていないと考

えられる。一方で Cheng ら23) は， 男性が月経につ

いての知識を持つ必要性について， 男性と女性の両

方が人間のセクシャリティにおいて役割を果たして

いるため， 双方がそのセクシャリティの生理学を理

解しなければならないと述べていることから， 男女

がそれぞれの性について関心を持ち， 積極的に理解

する姿勢が必要であると考えられる。

3. 月経に関する知識の有無と年代， 職位， 配偶
者・パートナーの有無との関連

年代と月経に関する知識の有無との関連につい

て， 10歳代， 20歳代が月経に伴う症状のうち 3 項目

（「胸の張り」「眠気」「食欲の増進」）について知識

を有していた人が多かったことに関しては， 中学校

学習指導要領解説24)における月経に関する記述で，

異性への尊重など， 適切な態度や行動の選択が必要

となることを理解できるようにすることが明記され

ている。また， 先行研究22) において， 初回の月経

教育の受講平均年齢が13.1歳と中学生の時に学んで

いるという報告から， 本調査対象の10歳代， 20歳代

は， 中学校で月経教育を受けてからの期間が短いた

め， 月経に関する知識を有していた可能性がある。

また， 月経に関する知識の情報源として， 学校の授

業に次いで， 30.4% がインターネット検索， 14.4%
が SNS や掲示板と報告されており18)， 近年急速に

進歩している ICT などの発展による情報の得やす
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さも要因として考えられる。一方， 50歳代， 60歳代

が， 月経に伴う症状のうち 3 項目（「胸の張り」「眠

気」「食欲の増進」）について知識を有している人が

少なかったことに関して， 昭和53年に初潮指導の実

態を調査した研究25) では， 初潮指導は女子のみを

集めて行われるのが約90% であったと報告されて

おり， 本調査対象の50歳代， 60歳代の男性では月経

についての知識を得る機会がほとんどなかったこと

が推察される。

職位と月経に関する知識の有無との関連につい

て， 管理職は 5 項目（「怒りっぽくなる」「大量の出

血」「下腹部痛」「集中力の低下」「発汗」）について

知識を有していた人が多かった。これについては，

部下の健康を管理する立場として， 女性の部下から

月経に伴う体調不良での休暇申請を受け付けるなど

した経験から知識を有していた可能性がある。ま

た， 男女の健康意識に関する調査報告13)において，

女性特有の健康課題に関する知識を得る取組を勤務

先で受けたことがある男性管理職は13% であり，

男性正規雇用労働者／非管理職の9.8% より多いこ

とから， 本知見においても管理職では管理職研修等

を通して， 女性の健康課題に関する理解を深めてい

た可能性がある。一方で， 職場において月経を理解

する管理職研修がある割合が1.5%8) という報告も

あり， 今後は管理職が月経に関する知識をどのよう

にして得てきたかについての調査， 検討が必要であ

る。

配偶者・パートナーの有無と月経に関する知識の

有無との関連について，「ホットフラッシュまたは

のぼせ」のみ有意な差を認めた。先行研究10) で月

経関連症状として調査されている本症状は， 更年期

の特徴的な症状としても知られている。日本では更

年期を「閉経前の 5 年間と閉経後の 5 年間をあわせ

た10年間」26) と定義されており， 更年期に差し掛か

る配偶者・パートナーを持つ調査対象者が， 傍で見

て把握できたことにより女性特有の症状として知識

を有していた可能性がある。一方，「ホットフラッ

シュまたはのぼせ」以外の項目で有意な差を認めな

かったことについては， 月経をタブーとされてきた

時代背景や男性が月経の話題を出すことに抵抗があ

ることが考えられる。日本では， 奈良時代には月経

を「けがれ」として扱われるようになっており， そ

の後， 赤不浄と説かれ， 忌みの生活を強いられたと

言われている27)。その長い歴史において， 月経は隠

されたものとなっていったと考えられる。現代にお

いても， 月経について男性の39% が女性の友人・

知人と話すことに抵抗がある， 28.2% が恋人・パー

トナーと話すことに抵抗があると回答しており18)，

男性が月経について女性と話すことに抵抗があるこ

とが分かる。一方， インドで13～17歳の男性を対

象に， 月経に関する知識と理解について調査した研

究28) では， 女子が自分の状況をオープンにできれ

ば， 問題を共有し必要な時に助けを受けることがで

きるため有益であると多くの男性は信じていると 
報告している。また， 久多良木ら14) は， 男子大学

生の89.7% が月経教育は必要だと回答し， 月経時に

配慮したいと思う人は96.6% であったと報告してい

る。以上のことから， 男性は女性の月経に伴う体調

不良時に助けたいと思っており， そのためにも知識

を習得する機会の必要性を感じていると考えられ

る。

4. 事業所における男性労働者の月経に関する知
識の向上に向けて

本研究結果より， 月経時に出現しやすい症状を

知っている割合は多かった。一方で， 年代が50， 60
歳代は， 知らない項目が多いことや，「下腹部痛」

や「大量の出血」「集中力の低下」など仕事に支障

がある症状を管理職以外では知らないこと， 管理職

ではそれらを知っているにも関わらず， 仕事の生産

性への影響は知らないことが明らかとなった。ま

た， 配偶者・パートナーの有無が月経に関するほと

んどの知識と関連を示さなかった。以上を踏まえ，

配偶者・パートナーの有無に関わらず， 全男性職員

を対象に月経に伴う症状等への知識習得の機会の創

出が望ましい。具体的には， 多くの企業で取組が進

められているメンタルヘルスケアに係る研修29) に

おいて， 月経に関する困難感やそれに伴う仕事の生

産性の低下などについて情報提供することや月経痛

を体験できる装置30) を活用した社内研修の実施な

どが考えられるが， 効果的に知識を高めるため方策

については， 更なる検討が必要である。

5. 強みと限界
本研究の強みは， これまであまり報告の多くない

男性労働者の月経に伴う症状に関する知識の現状を

明らかにしたことである。本知見は， 男性が女性の

月経に伴う症状について理解を進めることに寄与す

ると考えられる。本研究の限界と今後の課題は以下

3 点である。第 1 に， 本研究は各男女従業員数が

100人以上の製造業である 2 つの事業所で調査を行

い， 回答者の 4 割が専門的・技術系であった。この

ことから， 属性に偏りがあるため， 知見の一般化は

慎重にすべきである。今後は， 様々な事業所および

業種に対して調査・検証を行う必要がある。第 2
に， 回収率が61.1% と低くはないが， 本調査に関心

がある人が回答したという偏りが生じた可能性があ

る。第 3 に， 月経に伴う症状等についての知識の有
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無を尋ねているが， 月経について知識を得た情報

源， 知識の習得方法は尋ねていない。家族や学校，

インターネットなどを通して知識を得たかや習得方

法として学校の授業や職場の研修などについて尋ね

ることで， 月経に伴う症状等の知識が多い人におけ

る情報源， 知識の習得方法を明らかにすることがで

き， 男性労働者に対する有用な情報源についての情

報提供および教育につなげたり， 効果的な知識の習

得方法を示唆できる可能性があると考えられる。

Ⅴ 結 語

本研究は， 男性労働者の月経に伴う症状等の知識

の有無と年代， 職位， 配偶者・パートナーの有無と

の関連について検討した。男性労働者は月経前や月

経中に出現しやすい症状を知っている割合は高かっ

たものの， 月経前や月経中に出現しにくい症状や月

経異常， 月経に関する社会の動向は知らない割合が

高かった。また， 年代が50， 60歳代では知らない項

目が多かった。管理職では， 月経前や月経時に出現

しやすい症状を知っている項目が多かったが， 仕事

の生産性への影響はほとんど知らなかった。配偶

者・パートナーの有無は， 月経に関するほとんどの

知識の有無と関連を示さなかった。男性労働者の月

経に関する知識の向上に向けての効果的な方策につ

いては， 更なる検討が必要である。

本調査は， 公益財団法人福島県労働保健センター研究
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Knowledge of menstrual health issues among male workers  
in relation to their age, job position, and marital status

Hidehiko YAMADA*, Hajime IWASA*, Kayoko ISHII2*, Takayuki IDAKA3* and Seiji YASUMURA4*
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Objectives　Female workers have various work-related challenges associated with menstrual health. A prior study 
has revealed that 50% of surveyed females reported a lack of understanding of menstrual health issues in 
their workplace. To date, only a few studies have evaluated menstrual health knowledge among male 
workers. This study aimed to examine the relationship between knowledge of menstrual health issues 
among male workers and their basic attributes (age, job position, and marital status), as well as implica-
tions for occupational health practice.

Methods　A self-administered, anonymous survey was conducted between August 7 and August 28, 2023 among 
male workers in two manufacturing establishments in Fukushima Prefecture. The survey included demo-
graphic questions and assessed knowledge of menstruation-related topics, such as the presence of health 
issues before and during menstruation, menstrual abnormalities, and social trends. Participants were 
requested to select, “know” or “don’t know”, for each item. Participant demographics and knowledge of 
menstruation were evaluated using descriptive statistics, and the associations between knowledge of men-
struation and basic attributes were analyzed using chi-square tests and residual analysis.

Results　 Of the 311 distributed questionnaires, 190 were returned (response rate: 61.1%), and 165 were 
included in the analysis. More than 70% of the respondents were familiar with health issues appearing 
before and during menstruation, and menstrual abnormalities, including “becoming angry”, “heavy 
bleeding”, and “amenorrhea”. However, only 20% of the respondents were aware of menstrual health 
issues such as “itching”, “sweating”, and “hot flashes”. Approximately 70% of the respondents did not 
identify “prolonged menorrhea” as a menstrual abnormality, and 90% were unaware of social trends 
related to menstruation. Age of the respondents was associated with the presence or absence of knowledge 
of menstrual health issues. Teen-aged respondents were aware of “increased appetite”, and respondents 
in their 20s identified “breast tenderness”, “sleepiness”, and “increased appetite”. Respondents in their 
50s were less aware of menstrual health issues such as “sleepiness” or “increased appetite”, and those in 
their 60s were not aware of “breast tenderness” or “increased appetite”. Additionally, managers demon-
strated knowledge about “becoming angry”, “heavy bleeding”, “lower abdominal pain”, “difficulty con-
centrating”, and “sweating”. A significant association was observed only between knowledge of “hot 
flashes” and marital status.

Conclusions　 Most respondents were aware of the common health issues associated with menstruation. However, 
many were unaware of the less common menstrual health issues, menstrual abnormalities, and social 
trends associated with menstruation. Further studies are required to identify effective measures for 
improving menstrual knowledge among male workers.
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